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1. 学術俯瞰システムについて 

 学術俯瞰システムは大規模な書誌情報をテキストマイニングとネットワーク解析に基づいて分析を

実行し、学術分野の俯瞰を可能にするシステムです。 

 近年の蓄積されている知識量の爆発に対して、今ある知識を有効活用するために学術全体像を俯瞰す

ることが重要となります。また、萌芽分野の早期発見のためにも学術俯瞰は強力な支援ツールとなりま

す。新たに研究開発された学術俯瞰システムでは、以下の主要機能をもち、学術分野の俯瞰および様々

な角度からの分析を支援することが可能です。 

 直感的に操作可能かつ一覧性のあるウェブインターフェース 

 学術俯瞰図の作成 

 直接引用、共引用や書誌結合による引用ネットワーク分析 

 論文間の関係（直接引用、共引用、書誌結合）の重みづけによる分析 

 論文キーワード抽出の自動抽出 

 論文の著者が所属する国名と組織の自動抽出 

 論文のネットワーク指標の自動抽出 

 分析結果のキーワードによる検索 

 サブクラスタ分析や分析結果からの新たなデータセット作成 

 グラフツール 

 ヒートマップ分析ツール 

 

 これらのシステムはイノベーション政策研究センターで開発された手法のうち、既に査読付き学術論

文として出版され、学術研究界から認められた手法を Web システムして実装している。 

 

以下では、学術俯瞰アップシステムの概要および操作方法について説明します。 

 

 

2. 学術俯瞰システムの流れ 

 まず、書誌情報を Web of Science や独自の大規模データベースから検索するためのクエリ（検索語）

を決定します。目的とする書誌情報を手に入れるためには、様々な検索語を組み合わせて適切に決定す

る必要があります。次に、書誌情報のもつ引用文献情報から引用ネットワークを作成します。引用ネッ

トワークとはノードを学術論文、エッジを引用情報（本システムでは直接引用、共引用、書誌結合から

選択）としたネットワークのことです。その後、さきほど作成したネットワークから最大連結成分を抽

出します。最後に、ネットワーククラスタリングを実行し、引用ネットワークを学術分野に分割し、重

要語の抽出や、ジャーナルなどの書誌情報のランキング、引用ネットワークの基本的な情報、クラスタ

リングの結果をユーザーに提示します。 

 さらに、俯瞰図の作成、ネットワーク指標の導出、横断分析の実行を行いたい場合も容易に分析を実

行できます。 

 図１は学術俯瞰システムの全体的な流れを示しています。 
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図１ 学術俯瞰システムの全体の流れ 

 

3. 学術俯瞰システムへのアクセス 

学術俯瞰システム URL:  http://academic-landscape.com/  

推奨ブラウザ: Google Chrome, Mozilla Firefox 6 or later, Internet Explorer 9 or later 

 

 

4. 学術俯瞰システムへのログイン 

左上の入力フォームにユーザー名とパスワードを入力して、ログインが可能です（図 1）。 

ログイン後にトップページに移行し、アップロードされているデータセットやシステム情報が表示され

ます（図 2）。 

 

図 2 ログイン画面 

http://academic-landscape.com/
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5. トップページ 

ログインすると、トップページが表示されます。トップページにはユーザー情報、システムの状況、ア

ップロードしたデータセット一覧がリスト形式で表示されます。各データセットにはデータセット ID, 

データセット名、データセットの獲得方法（大規模データベースからの抽出データ or データをアップ

ロードデータ）、データの種類（論文データ or 論文データ）、アップロード日が表示されています。 

 データセットのアップロードや統合、管理はこのページから行うことになります。 

 

図 3 トップページ 

 

 

6. データセットの作成 

 学術俯瞰システムではデータセットの作成方法として、Web of Science から学術論文データをダウン

ロードする、独自の大規模論文データベースからデータセット作成するという２つ方法があります。 

※ 一部のユーザーは大規模データベースからデータセットを作成できません。 

 

Web of Science から学術論文データをダウンロードする（図３） 

１．Web of Science からタブ区切り形式で書誌情報をダウンロードします。（必ず引用情報を含むこと） 

２．トップページのアップロードボタンをクリックします。 

３．ダウンロードデータを圧縮し（zip ファイル）、書誌情報ファイルを選択します。 

４．Web of Science（学術論文）のデータセットか、Thomson Innovation のデータセットかを選択し

ます。 

５．アップロードボタンを押します。 
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図 4 外部データベースからの書誌情報アップロード 

 

独自の大規模論文データベースからデータセット作成（図 4） 

1. トップページの「データベースから作成」ボタンをクリックします。 

2. 作成するデータセットのタイトル名と検索キーワードを入力します。 

3. 抽出ボタンをクリックします 

 

図 5 大規模データベースからのデータセット生成 

 

 

7. 分析の実行 

 特定のデータセットを選択すると、分析実行画面に遷移致します。分析を実行することで、引用ネッ

トワークの作成、クラスタリングによる学術分野ごとに分割、学術俯瞰マップを作成できます。 

 本システムは、結合関係を３種類（直接引用、共引用、書誌結合）、重みを３種類（デフォルト、発

行年の差、論文の参考文献の類似度）から選択し、引用ネットワークを作成することが可能です。また、

結合関係に関しては直接引用と共結合の両方を考慮するなど組み合わせることが可能です。結合関係お

よび重みを選択後、この条件で実行ボタンをクリックすることで学術俯瞰図が作成されます。 

【結合関係の説明（図 5）】 

 直接引用: 論文 C から論文 A に引用があった場合、論文 A と C 間に結合関係を作成する。論文の

引用主体と引用対象の論文間の類似性を前提として、学術俯瞰マップを描く手法。 
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 共引用：論文 C が論文 A と論文 B を引用していた場合、論文 A と B 間に結合関係を作成する。

引用主体を共有する（同じ論文内で引用されている）論文同士は類似しているという前提のもと、

学術俯瞰マップを作成している。 

 書誌結合: 論文 D と論文 E が同じ論文 C を引用していた場合、論文 D と E 間に結合関係を作成す

る。引用対象を共有する（ある論文を両方の論文が引用していたら）論文同士は類似しているとい

う前提のもと、学術俯瞰マップを作成している。 

 

図 6 引用関係の概念図 

 

【重み関数の説明】 

 デフォルト（重みなし／共起頻度）： 

 直接引用では重みはすべて同じ（重みなしの状態）に設定されます 

 共引用または書誌結合ではそれぞれ共引用、書誌結合の共起頻度を考慮した重みです。共起

頻度が多いほど重みが大きくなるように設定されます。 

 発行年の差： 

 論文間の発行年の差が少ないほど、重みが大きくなるように設定されます。 

 引用情報の類似度： 

 参考文献の類似度が高いほど重みが大きくなるよう設定されます。 

 類似度は参考文献の重複によるコサイン類似度に基づいています。 

 キーワードの類似度： 

 論文キーワードの類似度が高いほど重みが大きくなるように設定されています。 

 類似度は論文キーワードの重複によるコサイン類似度に基づいています。 

システムでの分析の実行（図６） 

1. 分析を実行するデータセットを選択します。 

2. 分析一覧画面において、分析するボタンをクリックします。 
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3. 重み関数と引用関係の種類（複数選択可能）を選択します。 

4. 分析するボタンをクリックします。 

※分析実行画面では、データセットの共有、名称の変更、削除、ダウンロードも行うことができます。 

 

図 7 分析の実行 

 

 

8. 学術俯瞰分析結果の表示（図７） 

分析結果の概要には以下の情報が表示されます。 

 平均出版年：クラスタに含まれる論文の平均出版年 

 論文数：アップロードしたデータに含まれる論文数 

 ノード数：クラスタに含まれる論文数 

 エッジ数：クラスタに含まれる論文間のつながりの数 

 クラスタ数：すべてのクラスタの数 

 

また、キーワード、国籍、組織、ジャーナル、著者、発行年をクリックすると該当するもののランキン

グが表示されます。 

 キーワード：クラスタを特徴づけるキーワード、括弧内の数値が大きいほど特徴的なキーワードを

示します。 

 国籍：クラスタに含まれる論文の著者の所属組織の国別統計、括弧内が国の数 

 組織：クラスタに含まれる論文の著者の所属組織の統計、括弧内が組織の数 

 ジャーナル：クラスタに含まれる論文のジャーナルの統計、括弧内がジャーナルの数 

 著者：クラスタに含まれる論文の著者の統計、括弧内が著者の執筆した論文数 

 発行年：クラスタに含まれる論文の発行年の統計、括弧内が該当する発行年の論文数 
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 分析結果にはクラスタに含まれる代表的な論文の一覧が表示されます。論文一覧には論文のタイトル

と著者が表示されます。論文詳細ボタンを押すと著者、国籍、組織、アブストラクトが表示されます。

それぞれの論文には、属しているクラスタ番号と次数（つながりの数）が表示されます。 

 サブクラスタを選択することで、選択したサブクラスタの情報を表示します。サブクラスタの論文数

は、サブクラスタに含まれる論文数となるのでノード数を同じになります。 

 「ダウンロード」ボタンをクリックすると分析結果のデータをダウンロードできます。分析結果のデ

ータの詳細については、本マニュアルの「学術俯瞰マップの結果データ」の項を参照ください。「削除」

ボタンをクリックすると分析結果を削除できます。 

 

図 8 分析結果画面 

 

 

9. 論文検索機能（図 9） 

分析結果のクラスタに含まれる論文をキーワードで検索することができます。各論文の著者キーワード、

タイトル、アブストラクトを対象に検索できます。検索には AND、OR とフレーズ検索が使用できます。

検索結果は適合した論文は一覧として表示されます。 
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図 9 論文検索機能 

 

10. 俯瞰図の作成（図 10） 

俯瞰図のタグをクリックし、俯瞰図の作成ボタンをクリックすることで、俯瞰図が作成されます。俯瞰

図の矢印をクリックすることで、各クラスタの構造を確認できます。 

 

図 10 俯瞰図の作成 
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11. 新しくデータセットを作成（図 11） 

 選択したサブクラスタの論文集合またはキーワードの検索結果の論文集合を元にして新たなデータセ

ットを作成できます。例えば、サブクラスタ 1の論文集合を元にして新たなデータセットを作成できま

す。新しいデータセットを作成する際に特定論文を除去して新しいデータセットを作成することも可能

です。特定の論文を除去する場合、除外する論文 ID を半角数字でカンマ区切りで入力し、作成ボタン

をクリックすれば、特定の論文を除去した新データセットが作成されます。除外する番号は、分析結果

をダウンロードすると「mission.facet.[orphan,all,0,1,…].tsv」というファイル内の「_N」の値を指定

します。 

 

図 11 新しいデータセットの作成 

 

 

12. グラフツールの起動（図 12） 

「グラフツール」のタグを選択すると、学術俯瞰マップのグラフツールが起動します。グラフツールで

は、クラスタに含まれる論文単位で学術俯瞰マップをインタラクティブに操作することができます。 

 

 

13. ヒートマップツールの起動（図 13） 

「ヒートマップ」のタグを選択すると、学術俯瞰マップのヒートマップが起動します。ヒートマップで

は、クラスタ間の類似度を表しており、赤い箇所は類似度が高く、緑の箇所は類似度が低いことを示し

ています（無色は類似度が０）。 
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図 12 グラフツールの起動 

 

 

図 13 ヒートマップツールの起動 
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14. 学術俯瞰マップの分析結果データ 

分析結果は以下の主なファイルを含む zip ファルとしてダウンロード可能です。 

mission.cinfo.[all,0,1,…].tsv:クラスタの情報。番号はクラスタの番号 

    BASE_YEAR: 基準年 

    AGE:論文発行からの経過年の平均 

    NODE_COUNT:クラスタに含まれる論文数 

    EDGE_COUNT:クラスタに含まれる論文間のつながりの数 

    FACET_COUNT: データに含まれる論文数 

    …:クラスタのキーワード（スコア） 

mission.author.[all,0,1,…].tsv:クラスタに含まれる著者情報。番号はクラスタの番号 

VALUE: 著者名 

COUNT: 著者の執筆した論文数 

mission.country.[all,0,1,…].tsv:クラスタに含まれる国籍情報。番号はクラスタの番号 

VALUE: 国名 

COUNT: 各国の論文数 

mission.institute.[all,0,1,…].tsv:クラスタに含まれる所属情報。番号はクラスタの番号 

VALUE: 所属名 

COUNT: 所属における論文数 

mission.journal.[all,0,1,…].tsv:クラスタに含まれるジャーナル情報。番号はクラスタの番号 

VALUE: ジャーナル名 

COUNT: ジャーナルが所蔵する論文数 

mission.year.[all,0,1,…].tsv:クラスタに含まれる論文の発行年情報。番号はクラスタの番号 

VALUE: 発行年 

COUNT: 各年に発行された論文数 

mission.facet.[orphan,all,0,1,…].tsv:クラスタに含まれる書誌情報。番号はクラスタの番号 

（all は最大連結成分に含まれている論文、orphan はすべての論文） 

_N:論文 ID 

_C:クラスタ番号 

_D:クラスタ外に連結しているエッジ数 

_E:論文に接続しているエッジ数 

PT:論文のタイプ 

AU:著者名 

TI:タイトル 

J9:ジャーナル名 

VL:Vol 

BP:開始ページ 

PY:発行年 

CR:引用論文 
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NR:引用論文数 

TC:WoS 内被引用数 

EN:クラスタ内被引用数 

DN:データセット内被引用数 

AB:アブストラクト 

DE:著者キーワード 

ID:キーワードプラス 

AF:著者名(フルネーム) 

C1:所属 

SC:ジャーナル分野 

mission.keyword.[all,0,1,…].tsv: クラスタに含まれるキーワード情報 

Term: キーワード 

TC = (単語のクラスタにおける出現回数) 

TF = TC / (クラスタに含まれる総単語数) 

CC = (単語を含むクラスタ数) 

ICF = log{ (総クラスタ数) / CC } 

TFICF = TF * ICF 

DC = (単語を含むドキュメント数) 

IDF = log{ (総文章数) / DC } 

TFIDF = TF * IDF 

mission.pairs.tsv:引用関係 

         一列目が引用元の論文 ID、二列目が引用先の論文 ID 

mission.pairs-fc_a.info:クラスタリング結果の出力ファイル 

                        MAXQ: モジュラリティ 

mission.pairs-fc_a.groups:クラスタリング結果の出力ファイル 

                           GROUP[…][…]: クラスタの代表ノード番号、ノード数 

                           …:クラスタに含まれる論文の ID 

 

 

15. 特許分析に関して（暫定版） 

学術俯瞰システムでは暫定的に特許分析にも対応しています。分析の流れおよび使い方はほぼ論文と同

様です。一方、エッジの作成の際にどの項目を使うべきかなど、学術論文分析と比較して検証すべき内

容がまだ残されています。今後、更なる解析手法の開発に伴いシステムを開発していく予定です。 

 

以下に、特許分析を行う際に、学術論文分析と異なる箇所に関して操作方法を説明します。 
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16. 特許分析の実行 

1. 分析を実行するデータセットを選択します。 

2. 分析一覧画面において、分析するボタンをクリックします。 

3. 種別を Thomson Innovation (特許)を選択します。 

4. 重み関数と引用関係の種類（複数選択可能）を選択します。 

5. 分析するボタンをクリックします。 

図 14 は特許分析の実行画面を示しています。 

 

図 14 特許分析の実行 

 

 

17. 特許分析結果の表示 

分析結果の概要には以下の情報が表示されます。 

 平均年：クラスタに含まれる特許の平均公開年 

 ファセット数：アップロードしたデータに含まれる特許数 

 ノード数：クラスタに含まれる特許数 

 エッジ数：クラスタに含まれる特許間のつながりの数 

 クラスタ数：すべてのクラスタの数 

 

また、キーワード、国籍、組織、IPC、発行年をクリックすると該当するもののランキングが表示され

ます。 

 キーワード：クラスタを特徴づけるキーワード、括弧内の数値が大きいほど特徴的なキーワードを

示します。 

 国籍：クラスタに含まれる特許の出願者の所属組織の国別統計、括弧内が国の数 
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 組織：クラスタに含まれる出願者の所属組織の統計、括弧内が組織の数 

 IPC: クラスタに含まれる国際特許分類(IPC)の統計、括弧が該当する IPC の特許数 

 発行年：クラスタに含まれる特許の公開年の統計、括弧内が該当する公開年の特許数 

 

図 15 は特許分析結果の画面を示しています。 

 

 

図 15 特許分析の結果画面 
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http://academic-landscape.com/ (= トップページ) 

A-1. ID とパスワードを入力して「ログイン」 

 

(ログイン後) 

B. データセットの作成 / 分析する 

B-1. 「データセット作成」 ボタン   B-2.  クエリを入力し「抽出」ボタン   B-3. 「分析する」ボタン   B-4. 「分析する」ボタン  

   「データベースから抽出」   

C. 分析結果を見る 

C-1. “d0000”リンク   C-2. “a0000”リンク 

付録：学術俯瞰システム 

(クイックチュートリアル) 

D. 設定を変更する 

D-1. 左サイドの「設定」リンク  D-2. ユーザ名または言語を変更して「送信」ボタン 

C-a-1. 「一覧」タブ  C-a-2. 検索・概要の閲覧など 

C-c-1. 「俯瞰図」タブ  C-c-2. 「俯瞰図を作成」ボタン 

C-d-1. 「グラフツール」タブ C-d-2. 「Show」ボタン 

C-e-1. 「ヒートマップ」タブ C-e-2. 「Show」ボタン 

http://academic-landscape.com/analysis/0000#c0 

http://academic-landscape.com/analysis/0000/overview 

http://academic-landscape.com/analysis/0000/graphtool 

http://academic-landscape.com/analysis/0000/heatmap 

http://academic-landscape.com/dataset/0000 

C-b-1. 「一覧」タブ  C-b-2. 「作成」    B-3 へ 

    「新しくデータセットを作成」ボタン 


